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核
不
拡
散
体
制
と
核
軍
縮

―
―
二
〇
〇
〇
年
最
終
文
書
の
履
行
―
―

黒

澤

満

は

じ

め

に

核
兵
器
の
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
に
核
不
拡
散
体
制
が
国
際
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
関
連
に
お
い
て
核
軍
縮
を
推
進
す
べ

き
こ
と
が
主
と
し
て
非
核
兵
器
国
に
よ
り
主
張
さ
れ
て
き
た
。
核
不
拡
散
は
、
新
た
な
核
兵
器
国
の
出
現
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

核
戦
争
の
可
能
性
を
増
大
さ
せ
ず
、
事
態
の
悪
化
を
前
も
っ
て
防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
有
意
義
な
措
置
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
体
制
は
五
核
兵
器
国
に
特
権
的
な
地
位
を
与
え
る
も
の
で
、
体
制
の
差
別
的
性
格
が
常
に
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
課
題
を
解
決

し
よ
う
と
す
る
の
が
、
不
拡
散
体
制
の
中
に
お
い
て
核
軍
縮
を
推
進
す
る
考
え
で
あ
り
、
核
不
拡
散
体
制
の
差
別
性
を
緩
和
し
、
よ
り

公
平
で
平
和
な
世
界
を
目
指
し
つ
つ
追
求
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
は
、
ま
ず
、
そ
の
関
連
を
歴
史
的
に
検
討
す
る
。
そ
こ
で
は
条
約
形
成
過
程
に
お
け
る
第
六
条
の
挿
入
の
過
程
と
そ
の
意
義
を

明
ら
か
に
し
、
ま
た
再
検
討
会
議
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
す
る
。
特
に
条
約
の
延
長
問
題
に
関
わ
る
一
九
九
五
年
の
再
検
討
会
議
で
の
核

不
拡
散
と
核
軍
縮
の
関
連
を
め
ぐ
る
議
論
を
考
察
し
、
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
再
検
討
会
議
で
の
議
論
を
経
て
採
択
さ
れ
た
最
終
文
書
の
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核
軍
縮
に
関
連
す
る
部
分
を
検
討
す
る
。

次
に
、
二
〇
〇
〇
年
再
検
討
会
議
の
最
終
文
書
に
含
ま
れ
る
核
軍
縮
の
具
体
的
措
置
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
履
行
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
側
面
に
焦
点
を
当
て
、
核
軍
縮
の
重
要
課
題
で
あ
る
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
、
核
分
裂
性
物
質
生
産
禁
止
条
約
、
戦
略
核
戦

力
削
減
条
約
、
非
戦
略
核
兵
器
、
消
極
的
安
全
保
障
、
核
兵
器
の
役
割
低
下
な
ど
の
具
体
的
措
置
の
実
施
の
状
況
を
、
二
〇
〇
五
年
再

検
討
会
議
準
備
委
員
会
で
の
議
論
を
中
心
に
詳
細
に
検
討
す
る
。
最
後
に
核
不
拡
散
と
核
軍
縮
の
関
連
の
問
題
お
よ
び
今
後
の
課
題
を

考
え
る
。

一

核
不
拡
散
体
制
下
で
の
核
軍
縮
の
追
求

１

核
不
拡
散
条
約
第
六
条

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
交
渉
は
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
開
始
さ
れ
る
が
、
交
渉
推
進
の
中
心
は
米
国
と
ソ
連
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
条
約
案
を
基
礎
に
米
ソ
同
一
条
約
案
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
核
不
拡
散
に
関
す
る
第
一
条
、
第
二
条
が
中
心
で
核
軍
縮
に

関
し
て
は
何
ら
規
定
が
な
か
っ
た
。
一
八
カ
国
軍
縮
委
員
会
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
が
核
軍
縮
と
の

関
連
を
強
調
し
、
非
同
盟
八
カ
国
は
核
軍
縮
措
置
は
核
不
拡
散
措
置
と
結
び
付
け
ら
れ
る
か
、
そ
れ
に
引
き
続
き
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。

そ
の
結
果
、
核
兵
器
国
と
非
同
盟
諸
国
の
主
張
の
妥
協
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
提
案
を
基
礎
に
、
第
六
条
が
交
渉
の
最
終
段
階
で
挿
入

さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
核
軍
縮
お
よ
び
全
面
完
全
軍
縮
条
約
に
つ
い
て
誠
実
に
交
渉
を
行
う
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
第
六
条
の
義

務
は
、
核
軍
縮
を
実
施
す
る
義
務
で
は
な
く
そ
の
た
め
の
交
渉
を
行
う
義
務
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
施
は
そ
の
後
の
核
兵
器
国
の
意
思
に

依
存
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
非
核
兵
器
国
は
核
兵
器
国
に
対
し
常
に
そ
の
義
務
に
留
意
す
る
よ
う
要
求
で
き
る
。
ま
た
再
検
討
会
議
が
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五
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
可
能
性
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
核
軍
縮
の
進
展
状
況
を
検
討
し
、
さ
ら
に
一
層
の
行
動
を
要
求
で
き

る
こ
と
と
な
っ（
１
）

た
。

一
九
六
八
年
七
月
一
日
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
署
名
の
日
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
戦
略
兵
器
制
限
交
渉
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
始
め
る
こ
と
に
つ

き
ソ
連
と
合
意
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
六
条
の
履
行
を
明
確
に
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一

九
七
五
年
、
八
〇
年
、
八
五
年
、
九
〇
年
に
再
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
、
核
軍
縮
の
進
展
に
関
し
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
が
具
体
的
な

成
果
は
な
か
っ
た
。

２

一
九
九
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
・
延
長
会
議

Ｎ
Ｐ
Ｔ
交
渉
過
程
に
お
い
て
、
米
ソ
条
約
案
で
は
条
約
は
無
期
限
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
非
核
兵
器
国
は
差
別
的
性
格
の
あ
る
条

約
を
無
期
限
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
反
論
し
た
。
そ
の
結
果
、
条
約
は
二
五
年
間
有
効
と
し
、
そ
の
時
点
で
ど
の
よ
う
に

延
長
す
る
か
を
決
め
る
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
一
九
九
五
年
に
は
再
検
討
会
議
と
延
長
会
議
が
同
時
に
開
催
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

無
期
限
延
長
を
強
く
望
ん
で
い
た
核
兵
器
国
は
、
核
軍
縮
に
向
け
て
十
分
な
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
一
九
九
四
年
か

ら
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
の
交
渉
を
開
始
し
、
核
分
裂
性
物
質
生
産
禁
止
条
約
（
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
の
交
渉
マ
ン
デ
ー
ト

に
も
合
意
し
、
さ
ら
に
条
約
当
事
国
で
あ
る
非
核
兵
器
国
に
対
し
て
核
兵
器
を
使
用
し
な
い
と
い
う
消
極
的
安
全
保
障
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）
に

関
す
る
宣
言
を
行
っ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
は
冷
戦
が
終
結
し
米
ソ
・
米
ロ
の
間
に
お
い
て
戦
略
兵
器
削
減
条
約
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
条
約
）

に
よ
る
核
削
減
が
合
意
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

一
般
演
説
に
お
い
て
、
多
く
の
国
は
無
期
限
延
長
を
支
持
し
つ
つ
も
、
核
軍
縮
に
向
け
て
の
進
展
を
何
ら
か
の
形
で
確
保
す
る
必
要

核不拡散体制と核軍縮
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を
主
張
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
無
期
限
延
長
の
決
定
は
、「
核
不
拡
散
と
核
軍
縮
の
原
則
と
目
標
」
お
よ
び
「
条
約
の
再

検
討
プ
ロ
セ
ス
の
強
化
」
に
関
す
る
二
つ
の
文
書
の
採
択
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
。
前
者
の
文
書
は
、
条
約
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
で

の
今
後
の
方
向
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
核
軍
縮
に
関
し
て
は
、
�
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
交
渉
を
一
九
九
六
年
中
に
完
了
す
る
こ
と
、
�
Ｆ

Ｍ
Ｃ
Ｔ
交
渉
を
即
時
開
始
し
て
早
期
に
締
結
す
る
こ
と
、
�
核
兵
器
廃
絶
と
い
う
究
極
的
目
標
を
も
っ
て
核
兵
器
削
減
努
力
を
追
求
す

る
こ
と
、
が
規
定
さ
れ
た
。
後
者
の
文
書
に
よ
り
、
五
年
ご
と
の
再
検
討
会
議
の
間
に
そ
の
準
備
会
合
を
三
年
に
わ
た
り
開
催
す
る
こ

と
な
ど
が
決
定
さ
れ（
２
）

た
。

第
一
の
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
六
年
九
月
に
条
約
が
採
択
さ
れ
、
一
〇
月
に
署
名
の
た
め
に
開
放
さ
れ
、
多
く
の
国
が
署

名
し
た
。
第
二
の
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
交
渉
は
ま
っ
た
く
開
始
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
約
束
は
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。
第

三
の
核
兵
器
削
減
も
、
米
ロ
関
係
の
悪
化
な
ど
も
あ
り
、
こ
の
時
期
以
降
進
展
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
核
兵
器
廃

絶
が
「
究
極
的
目
標
」
と
し
て
合
意
さ
れ
た
。

３

二
〇
〇
〇
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

二
〇
〇
〇
年
再
検
討
会
議
は
、
米
ロ
が
対
立
し
て
い
る
状
況
で
、
そ
の
結
果
核
軍
縮
も
進
展
し
て
い
な
い
状
況
で
開
催
さ
れ
た
た
め
、

最
終
文
書
の
採
択
は
不
可
能
だ
と
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
各
国
お
よ
び
議
長
の
積
極
的
対
応
も
あ
り
、
会
議
は
最
終
文
書
を
採
択
す
る

の
に
成
功
し
た
。
最
終
文
書
は
条
約
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
つ
い
て
、
過
去
五
年
間
の
評
価
と
今
後
取
る
べ
き
措
置
を
含
ん
で
い
る
。

第
六
条
の
運
用
検
討
に
関
し
て
、
最
終
文
書
は
今
後
取
る
べ
き
具
体
的
な
核
軍
縮
措
置
に
合
意
し
て
い
る
。
将
来
の
核
軍
縮
に
関
す

る
問
題
は
会
議
の
補
助
機
関
�
で
集
中
的
に
議
論
さ
れ
、
最
終
的
に
は
具
体
的
な
一
三
項
目
に
合
意
さ
れ
た
。
将
来
の
核
軍
縮
措
置
に

関
し
て
は
、
一
九
九
八
年
に
結
成
さ
れ
た
新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
連
合
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
）
が
、
核
軍
縮
の
進
展
が
近
年
見
ら
れ
な
い
と
い
う
評
価
の
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下
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
を
提
案
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
核
兵
器
国
が
反
論
し
つ
つ
議
論
が
進
め
ら
れ
、
両
者
の
合
意
を
探
り
出
す
と

い
う
作
業
が
続
け
ら
れ
た
。

Ｎ
Ａ
Ｃ
は
以
前
よ
り
核
軍
縮
の
進
展
に
熱
心
で
あ
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
メ
キ
シ
コ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
七
カ
国
で
形
成
さ
れ
、
非
同
盟
の
理
想
主
義
と
西
側
の
現
実
主
義
が
混
合
し
た
も
の
で
、
こ
の

会
議
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
基
本
的
な
要
求
は
、「
核
兵
器
の
全
廃
を
達
成
す
る
と
い
う
核
兵
器
国
に
よ
る
明
確

な
約
束
」
で
あ
り
、
当
初
の
Ｎ
Ａ
Ｃ
提
案
よ
り
は
薄
め
ら
れ
た
が
、
最
後
に
は
す
べ
て
の
核
兵
器
国
も
受
け
入
れ
、
最
終
文
書
に
取
り

入
れ
ら
れ
た
。
一
九
九
五
年
の
会
議
で
は
核
兵
器
の
廃
絶
は
「
究
極
的
目
標
」
で
あ
り
、
遠
い
将
来
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇

年
会
議
で
は
こ
れ
は
「
明
確
な
約
束
」
と
な
り
大
幅
な
進
展
を
成
し
遂
げ
た
。

核
軍
縮
に
関
す
る
一
三
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ（
３
）

る
。

�
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
の
署
名
と
批
准
の
重
要
性
と
緊
急
性

�
核
実
験
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

�
核
分
裂
性
物
質
生
産
禁
止
条
約
（
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
の
交
渉
の
必
要
性

�
核
軍
縮
を
取
り
扱
う
補
助
機
関
の
設
置

�
核
軍
縮
措
置
へ
の
不
可
逆
性
の
原
則
の
適
用

�
核
兵
器
の
全
廃
を
達
成
す
る
と
い
う
核
兵
器
国
に
よ
る
明
確
な
約
束

�
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
�
の
早
期
発
効
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
	
の
締
結
、
Ａ
Ｂ
Ｍ
条
約
の
維
持
・
強
化



米
ロ
・
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
三
者
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
完
成
と
履
行

�
す
べ
て
の
核
兵
器
国
に
よ
る
核
軍
縮
へ
と
導
く
措
置

核不拡散体制と核軍縮
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�１
核
兵
器
の
一
方
的
削
減

�２
核
兵
器
能
力
と
核
軍
縮
に
関
す
る
透
明
性
の
増
大

�３
非
戦
略
核
兵
器
の
一
層
の
削
減

�４
核
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
運
用
状
況
の
低
下

�５
安
全
保
障
政
策
に
お
け
る
核
兵
器
の
役
割
の
低
下

�６
核
兵
器
全
廃
プ
ロ
セ
ス
へ
の
す
べ
て
の
核
兵
器
国
の
参
加

�
余
剰
核
分
裂
性
物
質
へ
の
検
証

�
究
極
的
目
標
と
し
て
の
全
面
完
全
軍
縮

�
第
六
条
の
履
行
に
関
す
る
定
期
報
告

�
検
証
能
力
の
一
層
の
開
発

二

核
軍
縮
実
施
状
況
の
検
討

二
〇
〇
〇
年
再
検
討
会
議
の
後
、
国
際
安
全
保
障
環
境
全
般
が
、
ま
た
特
に
核
兵
器
に
関
す
る
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ

の
主
要
な
理
由
は
、
米
国
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
新
た
な
安
全
保
障
政
策
お
よ
び
防
衛
ド
ク
ト
リ
ン
を
採
用
し
た
こ
と
、
お
よ
び
二
〇
〇

一
年
九
月
の
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
攻
撃
が
米
国
そ
の
他
の
諸
国
の
脅
威
の
認
識
を
変
え
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
米
国
は
自
国
の

短
期
的
な
国
益
を
優
先
し
、
多
国
間
の
協
力
に
よ
る
よ
り
も
単
独
で
決
定
し
か
つ
行
動
す
る
と
い
う
特
徴
を
示
し
、
ま
た
国
際
法
を
中

心
と
す
る
国
際
規
範
に
依
存
す
る
よ
り
も
、
軍
事
力
に
依
存
し
て
問
題
の
解
決
を
図
る
方
向
に
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
多
国
間

に
よ
る
協
力
的
な
枠
組
み
に
基
づ
く
核
軍
縮
に
は
積
極
的
な
取
組
み
は
見
ら
れ
ず
、
逆
に
新
た
な
核
兵
器
の
開
発
の
方
向
に
進
ん
で
お
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り
、
二
〇
〇
〇
年
の
合
意
の
い
く
つ
か
が
違
反
さ
れ
、
ま
た
は
無
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

１

核
軍
縮
全
般

最
終
文
書
の
約
束
が
ど
の
よ
う
に
履
行
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
最
終
文
書
に
含
ま
れ
る
当
初
の
約
束
を
逆
行
さ
せ
る
二

つ
の
基
本
的
問
題
が
あ
る
。

第
一
の
問
題
は
、
米
国
が
も
は
や
一
三
措
置
の
す
べ
て
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
と
宣
言
し
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
の

準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
米
国
は
二
〇
〇
〇
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
最
終
文
書
の
中
の
第
六
条
に
関
す
る
結
論
の
い
く
つ
か
は
も
は

や
支
持
し
て
い
な
い
と
述
べ
、
そ
の
顕
著
な
例
は
Ａ
Ｂ
Ｍ
条
約
（
第
七
措
置
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
例
は
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
（
第
一
措
置
）

で
あ
る
と
述
べ（
４
）

た
。

二
〇
〇
三
年
の
準
備
委
員
会
で
は
米
国
は
、「
あ
る
国
々
は
、
二
〇
〇
〇
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
最
終
文
書
の
一
三
項
目
で
進
展

が
な
い
と
考
え
、
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
。
…
す
べ
て
の
措
置
を
二
〇
〇
五
年
ま
で
に
履
行
で
き
る
と
考
え
る
国
は
な
い
だ
ろ
う
し
、

す
べ
て
の
核
兵
器
国
が
同
一
の
進
展
を
す
る
と
考
え
る
も
の
は
い
な
い
。
…
米
国
は
も
は
や
一
三
項
目
す
べ
て
を
支
持
す
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
第
六
条
お
よ
び
核
軍
縮
と
い
う
目
標
は
明
確
に
支
持
し
て
い
る
。
…
一
三
措
置
へ
の
厳
格
な
支
持
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
当
事
国
が
第

六
条
の
義
務
を
履
行
で
き
る
唯
一
の
方
法
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
。
基
本
的
な
テ
ス
ト
は
、
米
国
そ
の
他
の
国
が
第
六
条

に
規
定
さ
れ
た
方
向
に
動
い
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ（
５
）

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

他
方
、
新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
連
合
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
）
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
履
行
に
懸
念
を
表
明
し
、「
核
兵
器
国
は
条
約
の
義
務
お
よ
び
二
〇
〇
〇
年

再
検
討
会
議
で
の
約
束
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
信
頼

性
と
生
存
可
能
性
を
保
持
す
る
た
め
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。
一
三
措
置
の
包
括
的
な
履
行
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
核
軍
縮
達

核不拡散体制と核軍縮
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成
の
た
め
の
青
写
真
で
あ
り
、
単
な
る
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
は
な（
６
）

い
。」
と
反
論
し
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
代
表
は
、「
諸
国
が
合
意
し
た
約
束
に
関
し
て
選
択
的
に
対
応
し
始
め
る
な
ら
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
全
体
の
完
全
性
が

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
」
強
調
し
、「
核
軍
縮
へ
の
一
三
の
具
体
的
措
置
を
含
む
二
〇
〇
〇
年
の
再
検
討
会
議
の
最
終
文
書
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
の
不
可
欠
の
部
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
締
約
国
が
そ
の
い
く
つ
か
を
も
は
や
支
持
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
体
制
を

危
険
に
さ
ら
す
も
の
で
あ（
７
）

る
」
と
述
べ
、
選
択
的
履
行
の
危
険
を
警
告
し
て
い
る
。

第
二
の
問
題
は
、
核
軍
縮
と
全
面
完
全
軍
縮
（
第
一
一
措
置
）
の
関
係
に
関
わ
る
。
二
〇
〇
〇
年
最
終
文
書
に
お
い
て
は
、「
そ
の

核
兵
器
の
全
廃
を
達
成
す
る
と
い
う
核
兵
器
国
に
よ
る
明
確
な
約
束
」（
第
六
措
置
）
が
、「
軍
縮
過
程
に
お
け
る
諸
国
の
努
力
の
究
極

目
標
は
全
面
完
全
軍
縮
で
あ
る
こ
と
の
再
確
認
」
と
は
区
別
し
て
規
定
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
も
拘
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
は
核
軍
縮
を

全
面
完
全
軍
縮
の
枠
内
で
取
り
扱
う
と
い
う
当
初
の
立
場
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

二
〇
〇
二
年
の
委
員
会
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
最
終
文
書
に
含
ま
れ
る
実
際
的
措
置
の
積
極
的
取
り
組
み
も
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
原
則
に

基
づ
く
べ
き
で
あ
る
が
、
全
面
完
全
軍
縮
が
そ
の
原
則
で
あ
り
、
そ
れ
は
核
軍
縮
と
分
離
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
主（
８
）

張
し
、
二
〇
〇

三
年
の
委
員
会
で
も
、「
条
約
が
無
期
限
に
延
長
さ
れ
た
一
九
九
五
年
に
、
以
下
の
三
つ
の
目
的
を
も
つ
行
動
計
画
が
採
択
さ
れ
た
。

つ
ま
り
核
実
験
の
完
全
な
禁
止
、
兵
器
用
核
分
裂
性
物
質
の
生
産
禁
止
、
全
面
完
全
軍
縮
の
枠
内
で
核
兵
器
の
量
的
削
減
へ
早
急
に
か

つ
体
系
的
に
進
む
と
い
う
決（
９
）

意
」
を
列
挙
し
、
一
九
九
五
年
を
基
準
に
考
え
て
い
る
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
声
明
も
、「
世
界
的
な

核
軍
縮
お
よ
び
全
面
完
全
軍
縮
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
共
通
の
目
標
を
達
成
す
る
こ（
１０
）

と
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
は
、
全
面
完
全
軍
縮
に
進
展
が
見
ら
れ
な
い
限
り
核
軍
縮
も
実
施
し
な
い
と
い
う
き
わ
め
て
否
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
核

軍
縮
の
領
域
で
独
自
に
進
展
を
模
索
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
一
般
的
な
考
え
に
対
抗
し
、
核
軍
縮
の
進
展
を
遅
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
二
点
を
背
景
と
し
つ
つ
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
は
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
と
分
析
し
、「
今
日
ま
で
、
二
〇
〇
〇
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
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議
で
合
意
さ
れ
た
一
三
措
置
の
履
行
に
ほ
と
ん
ど
進
展
が
見
ら
れ
な
い
。
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
安
全
保
障
環
境
に
お
い
て
も
、
安
全
保
障

政
策
お
よ
び
防
衛
ド
ク
ト
リ
ン
が
引
き
続
き
核
兵
器
の
保
有
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
懸
念
を
い
だ
い
て
い
る
。
安
全
保
障
政
策

お
よ
び
防
衛
ド
ク
ト
リ
ン
に
お
い
て
核
兵
器
の
役
割
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
約
束
（
第
九
・
五
措
置
）
は
ま
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
進
展
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
そ
の
核
兵
器
の
全
廃
を
達
成
す
る
と
い
う
核
兵
器
国
の
明
確
な
約
束
（
第
六
措
置
）
と
矛
盾
し
て

い（
１１
）

る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

二
〇
〇
二
年
の
第
一
回
準
備
委
員
会
の
議
長
の
事
実
サ
マ
リ
ー
は
、
核
軍
縮
に
向
け
て
の
実
際
的
措
置
の
履
行
に
関
し
て
な
さ
れ
た

進
歩
に
対
し
失
望
が
表
明
さ
れ
た
と
記
述
し
て
い（
１２
）

た
が
、
二
〇
〇
三
年
の
第
二
回
準
備
委
員
会
の
議
長
の
事
実
サ
マ
リ
ー
は
、
議
論
を

要
約
し
、「
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
ゆ
る
や
か
な
性
格
を
承
認
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
履
行
の
進
展
に
つ
き
失
望
が
引
き
続
き
表

明
さ
れ
て
い（
１３
）

る
」
と
結
論
し
て
い
る
。

一
般
的
に
言
っ
て
、
五
核
兵
器
国
は
核
軍
縮
に
対
す
る
彼
ら
の
約
束
と
履
行
を
強
調
す
る
が
、
非
核
兵
器
国
は
こ
の
点
に
失
望
を
表

明
し
て
い
る
。
米
国
と
ロ
シ
ア
は
モ
ス
ク
ワ
条
約
に
よ
る
核
兵
器
の
削
減
の
達
成
を
第
六
条
の
履
行
と
し
て
賞
賛
し
て
い
る
が
、
こ
の

意
義
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
。
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
核
軍
縮
の
分
野
に
お
い
て
ま
っ
た
く
新
し
い
進

展
を
示
し
て
い
な
い
。

２

包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）

第
一
措
置
お
よ
び
第
二
措
置
は
、
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
の
署
名
と
批
准
の
重
要
性
と
緊
急
性
、
お
よ
び
核
兵
器
の
実
験
的
爆
発
の
モ
ラ
ト
リ
ア

ム
を
規
定
し
て
い
る
。
条
約
は
一
九
九
六
年
一
〇
月
に
署
名
さ
れ
た
が
、
ま
だ
発
効
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
米
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
北
朝
鮮
を
含
む
指
定
さ
れ
た
一
二
カ
国
が
批
准
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下

核不拡散体制と核軍縮
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に
お
け
る
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る
米
国
の
態
度
は
き
わ
め
て
否
定
的
で
あ
り
、
米
国
政
府
は
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
を
支
持
し
な
い
し
、
上
院
に
批
准

を
求
め
る
こ
と
も
し
な
い
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。

中
国
は
ま
だ
批
准
し
て
お
ら
ず
、
準
備
委
員
会
で
は
「
中
国
は
核
実
験
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
継
続
す
る
し
、
立
法
府
に
よ
る
Ｃ
Ｔ
Ｂ

Ｔ
の
早
期
の
批
准
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い（
１４
）

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
透
明
性
が
欠
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
中
国
が
ど
れ
く
ら
い

迅
速
に
か
つ
真
面
目
に
条
約
の
批
准
に
進
ん
で
い
る
の
か
は
明
白
で
は
な
い
。

日
本
は
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
の
最
強
の
支
持
国
の
一
つ
で
あ
り
、
条
約
の
早
期
発
効
の
た
め
大
き
な
努
力
を
し
て
い
る
。
猪
口
大
使
は
、「
Ｃ

Ｔ
Ｂ
Ｔ
は
核
兵
器
の
拡
散
を
防
止
す
る
の
み
な
ら
ず
、
核
兵
器
の
質
的
改
善
を
制
限
す
る
の
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
は
核
兵

器
の
な
い
世
界
の
達
成
の
た
め
の
現
実
的
な
具
体
的
措
置
で
あ
る
と
同
時
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
の
主
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ

は
一
九
九
六
年
に
採
択
さ
れ
て
六
年
以
上
も
経
っ
て
ま
だ
発
効
し
て
お
ら
ず
、
核
軍
縮
の
将
来
を
不
確
か
に
し
て
い
る
こ
と
は
き
わ
め

て
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
の
早
期
発
効
が
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な（
１５
）

い
」
と
述
べ
、
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
の
早
期
発
効
を
強
調
し
て

い
る
。

議
長
サ
マ
リ
ー
は
、「
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る
強
い
支
持
が
表
明
さ
れ
た
。
条
約
の
早
期
発
効
の
重
要
性
と
緊
急
性
が
強
調
さ
れ
た
。

条
約
を
ま
だ
批
准
し
て
い
な
い
諸
国
、
残
り
の
一
三
国
、
特
に
残
っ
て
い
る
二
核
兵
器
国
は
、
遅
滞
な
く
批
准
す
る
よ
う
要
請
さ
れ

（
１６
）

た
」
と
記
述
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
米
国
と
中
国
が
残
り
の
二
つ
の
核
兵
器
国
と
し
て
特
別
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
の
早
期
発
効
は
核
軍
縮
に
向
け
て
の
最
も
明
確
な
具
体
的
措
置
で
あ
り
、
一
三
項
目
の
第
一
に
リ
ス
ト
さ
れ
て
い
る
と
い

う
事
実
に
も
拘
わ
ら
ず
、
米
国
の
反
対
が
引
き
続
き
最
大
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

米
国
の
新
た
な
核
政
策
の
下
に
お
い
て
核
実
験
の
再
開
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
、
多
く
の
国
は
米
国
の
態
度
に
つ
い
て
懸
念
を
表

明
し
た
。
米
国
は
そ
れ
に
対
し
て
、「
米
国
は
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
の
批
准
を
追
求
し
な
い
が
、
現
在
の
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
支
持
し
続
け
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る
。
米
国
は
一
九
九
二
年
以
来
核
爆
発
実
験
を
実
施
し
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
核
実
験
を
探
知
す
る
国
際
監
視
シ
ス
テ
ム
の
設

置
を
支
持
し
て
い
る
。
も
し
必
要
と
な
れ
ば
核
実
験
を
再
開
す
る
の
に
か
か
る
時
間
を
短
縮
す
る
と
い
う
提
案
は
存
在
す
る
。
し
か
し

そ
の
事
実
は
、
核
実
験
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
何
も
言
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
新
た
な
核
兵
器
の
開
発
に
は
関
係
し
な（
１７
）

い
」
と
反

論
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り
説
得
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。

３

核
分
裂
性
物
質
生
産
禁
止
条
約
（
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
と
核
軍
縮

第
三
措
置
と
第
四
措
置
は
、
軍
縮
会
議
（
Ｃ
Ｄ
）
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
交
渉
の
即
時
の
開
始
お
よ
び
核
軍
縮
を
取
り
扱

う
機
関
の
即
時
の
設
立
を
含
む
作
業
計
画
に
合
意
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｃ
Ｄ
は
こ
の
作
業
計
画
に
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
Ｃ
Ｄ
は
こ
こ
数
年
、
交
渉
マ
ン
デ
ー
ト
に
つ
い
て
合
意
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
加
盟
国
が
マ
ン
デ
ー
ト
を
決
定
す
る
協
議
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
国
の
態
度
を
固
持
し
続
け
、

他
の
問
題
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
要
求
し
た
り
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
手
続
き
問
題
と
し
て
、
Ｃ
Ｄ
は
条
約
案
を
採
択
す
る
最
終

段
階
の
み
な
ら
ず
、
交
渉
マ
ン
デ
ー
ト
を
採
択
す
る
最
初
の
段
階
に
お
い
て
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ル
ー
ル
で
作
業
し
て
お
り
、
一
国
が

反
対
す
る
と
交
渉
マ
ン
デ
ー
ト
に
合
意
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
早
い
時
期
に
そ
れ
ら
を
矯
正
す
る
措
置
が
と
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
軍

縮
の
唯
一
の
多
国
間
交
渉
機
関
と
し
て
の
Ｃ
Ｄ
の
存
在
意
義
は
失
わ
れ
、
そ
の
存
在
自
体
が
疑
問
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

４

戦
略
核
戦
力
削
減
条
約
（
モ
ス
ク
ワ
条
約
）

米
国
と
ロ
シ
ア
の
間
の
戦
略
攻
撃
力
削
減
条
約
は
二
〇
〇
二
年
五
月
二
四
日
に
署
名
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
六
月
一
日
に
発
効
し
た
。

こ
の
条
約
は
二
〇
一
二
年
末
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
核
弾
頭
を
一
七
〇
〇
〜
二
二
〇
〇
に
削
減
す
る
も
の
で
あ
る
。
米
国
お
よ
び
ロ
シ
ア
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は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
六
条
の
履
行
の
明
確
な
進
展
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
条
約
に
言
及
し
て
い
る
。

第
二
回
準
備
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
両
国
の
共
同
声
明
は
、「
モ
ス
ク
ワ
条
約
の
締
結
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
六
条
の
目
標
に
向
け
て
の
米
国

と
ロ
シ
ア
に
よ
る
重
大
な
進
展
で
あ
る
。
条
約
に
よ
り
現
在
の
レ
ベ
ル
か
ら
両
国
の
核
兵
器
を
三
分
の
二
削
減
す
る
こ
と
は
、
核
軍
縮

に
向
け
て
の
大
き
な
貢
献
で
あ（
１８
）

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

米
国
は
、
モ
ス
ク
ワ
条
約
の
性
質
と
内
容
を
以
下
の
よ
う
に
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。

一
〇
〇
〇
〇
の
配
備
さ
れ
た
戦
略
核
弾
頭
を
六
〇
〇
〇
に
削
減
す
る
と
い
う
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
条
約
に
よ
る
削
減
が
、
二
〇
〇
一
年
に

成
功
裏
に
完
了
し
た
の
に
引
き
続
き
、
モ
ス
ク
ワ
条
約
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
六
条
の
義
務
を
米
国
が
履
行
し
て
い
る
と
い
う
も
う
一
つ
の
大

き
な
ス
テ
ッ
プ
を
示
し
て
い
る
。
…
モ
ス
ク
ワ
条
約
は
、
新
た
な
時
代
お
よ
び
強
化
さ
れ
た
米
ロ
戦
略
関
係
を
反
映
し
て
い
る
。
こ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ゆ
え
に
、
数
百
頁
に
わ
た
る
厳
格
な
ル
ー
ル
や
手
続
き
を
条
約
に
入
れ
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
か
っ
た
。

…
い
か
な
る
基
準
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
条
約
は
意
味
あ
る
達
成
で
あ
る
。
…
実
戦
配
備
か
ら
撤
去
さ
れ
る
弾
頭
の
い
く
つ
は
活
性
状

態
で
貯
蔵
さ
れ
、
他
の
も
の
は
貯
蔵
さ
れ
る
が
不
活
性
で
、
迅
速
な
再
配
備
に
は
利
用
で
き
な
い
。
さ
ら
に
い
く
つ
か
は
引
退
お
よ

び
解
体
に
指
定
さ
れ
る
。
…
モ
ス
ク
ワ
条
約
は
新
た
な
時
代
の
た
め
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
米
国
は
、
モ
ス
ク
ワ
条
約
で

要
請
さ
れ
て
い
る
核
兵
器
の
大
幅
な
削
減
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
へ
の
継
続
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
さ
ら
に
表
明
す
る
も
の
と
考
え
て
い

（
１９
）

る
。

ロ
シ
ア
も
条
約
を
賞
賛
し
、「
二
〇
〇
二
年
五
月
の
モ
ス
ク
ワ
首
脳
会
談
に
お
い
て
ロ
シ
ア
と
米
国
が
戦
略
攻
撃
力
削
減
条
約
を
締

結
し
た
こ
と
は
、
核
軍
縮
に
お
け
る
新
た
な
大
き
な
進
展
と
な
っ
た
。
…
戦
略
攻
撃
兵
器
の
分
野
に
お
け
る
新
た
な
条
約
の
締
結
に
際

し
て
、
ロ
シ
ア
と
米
国
は
核
不
拡
散
条
約
第
六
条
の
約
束
を
考
慮
し
て
お
り
、
そ
れ
は
テ
キ
ス
ト
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
約
の

重
要
性
を
評
価
し
つ
つ
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、『
そ
の
文
言
と
精
神
に
お
い
て
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
核
兵
器
の
削
減
を
選
択
し
た
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こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
量
破
壊
兵
器
不
拡
散
体
制
の
強
化
の
た
め
の
共
同
作
業
で
あ
る
』
こ
と
を
強
調
し（
２０
）

た
」
と
述
べ
て

い
る
。

Ｅ
Ｕ
、
日
本
、
そ
の
他
の
諸
国
は
モ
ス
ク
ワ
条
約
の
締
結
を
歓
迎
し
た
。
し
か
し
Ｅ
Ｕ
は
、「
こ
の
関
連
に
お
い
て
、
不
可
逆
性
お

よ
び
透
明
性
の
原
則
は
引
き
続
き
重
要
で
あ（
２１
）

る
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。

他
方
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
お
よ
び
中
国
は
条
約
に
批
判
的
で
あ
り
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
は
条
約
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
批
判
し
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

昨
年
の
進
展
の
中
で
わ
れ
わ
れ
が
注
目
す
る
の
は
モ
ス
ク
ワ
条
約
で
あ
る
。
条
約
は
米
国
と
ロ
シ
ア
の
間
の
新
た
な
関
係
を
定
め

る
積
極
的
措
置
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
核
兵
器
の
数
が
ま
だ
数
千
に
な
る
の
で
、
冷

戦
の
遺
産
が
実
際
に
は
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
条
約
が
核
軍
縮
に
貢
献
す
る
か
ど
う
か
も

疑
問
視
し
て
い
る
。
条
約
は
検
証
規
定
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
実
戦
配
備
さ
れ
て
い
な
い
弾
頭
を
無
視
し
て
い
る
。
配
備
さ
れ
た
戦
略

核
弾
頭
の
削
減
は
、
核
兵
器
の
不
可
逆
的
な
削
減
お
よ
び
全
廃
の
代
わ
り
と
は
な
ら
な
い
。
米
国
お
よ
び
ロ
シ
ア
に
対
し
て
、
モ
ス

ク
ワ
条
約
を
核
軍
縮
の
不
可
逆
で
検
証
可
能
な
文
書
に
す
る
こ
と
を
要
請
す（
２２
）

る
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
も
条
約
に
批
判
的
で
あ
り
、「
二
〇
〇
二
年
五
月
二
四
日
の
ロ
シ
ア
と
米
国
の
間
の
戦
略
攻
撃
力
削
減
条
約
の
署
名
に
注
目

し
つ
つ
、
配
備
お
よ
び
運
用
状
態
に
お
け
る
削
減
は
、
核
兵
器
の
不
可
逆
的
な
削
減
お
よ
び
全
廃
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の
に
は
な
り
え

な
い
こ
と
を
強
調
す（
２３
）

る
」
と
述
べ
た
。
中
国
も
ま
た
、「
核
兵
器
の
削
減
は
、
な
か
ん
ず
く
、
効
果
的
に
検
証
可
能
で
あ
り
、
不
可
逆

で
あ
り
、
法
的
に
拘
束
力
が
あ
る
と
い
う
諸
原
則
に
一
致
し
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ（
２４
）

る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
モ
ス
ク
ワ
条
約
は
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
不
可
逆
性
（
第
五
項
目
）、
透
明
性
（
第
九
・
二
項
目
）
お
よ
び
検
証
可

能
性
（
第
一
〇
措
置
お
よ
び
第
一
三
措
置
）
の
諸
原
則
の
観
点
か
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
、
中
国
、
さ
ら
に
Ｅ
Ｕ
に
よ
り
批
判
さ
れ
て
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い
る
。

モ
ス
ク
ワ
条
約
は
、
第
七
措
置
に
規
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
セ
ス
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の
で
あ
る
。
第
七
措
置
は
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

�
の
早
期
発
効
と
完
全
な
履
行
お
よ
び
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
�
の
締
結
を
勧
告
し
て
お
り
、
さ
ら
に
Ａ
Ｂ
Ｍ
条
約
の
維
持
と
強
化
を
要
請
し
て

い
た
。
核
軍
縮
の
進
展
と
い
う
文
脈
で
モ
ス
ク
ワ
条
約
を
評
価
す
る
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
要
素
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
モ
ス
ク
ワ

条
約
が
新
た
に
誕
生
し
た
が
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
セ
ス
は
消
滅
し
、
か
つ
米
国
が
脱
退
し
た
た
め
Ａ
Ｂ
Ｍ
条
約
が
も
は
や
存
在
し
な
い

と
い
う
現
実
の
結
果
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

５

非
戦
略
核
兵
器
（
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
）
の
削
減
・
規
制

第
九
・
三
措
置
は
非
戦
略
核
兵
器
の
一
層
の
削
減
を
規
定
し
て
い
る
。
冷
戦
期
に
お
い
て
は
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
セ
ス
に

見
ら
れ
た
よ
う
に
戦
略
核
兵
器
に
主
と
し
て
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
が
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
安
全
保
障
環
境
の
中
で
は
、
非
戦
略
核

兵
器
（
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
）
あ
る
い
は
戦
術
核
兵
器
（
Ｔ
Ｎ
Ｗ
）
を
取
り
扱
う
重
要
性
お
よ
び
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
の
準
備
委
員
会
で
は
、
Ｅ
Ｕ
が
そ
の
一
般
演
説
に
お
い
て
、
最
終
文
書
で
初
め
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
非
戦
略
核
兵
器
の

重
要
性
を
強
調
し
、
こ
れ
ら
の
兵
器
の
大
幅
な
削
減
に
関
す
る
効
果
的
に
検
証
可
能
な
協
定
の
交
渉
を
始
め
る
よ
う
関
係
国
に
奨
励
し

て
い
（
２５
）

る
。

ド
イ
ツ
は
、
非
戦
略
核
兵
器
に
関
す
る
文
書
を
提
出
し
、
こ
れ
が
危
険
で
あ
る
こ
と
は
戦
略
核
兵
器
よ
り
も
多
く
の
数
が
存
在
す
る
こ

と
、
そ
の
多
く
は
古
く
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
い
る
こ
と
、
戦
略
兵
器
に
比
べ
そ
の
使
用
の
バ
リ
ア
が
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

貯
蔵
や
配
備
の
形
式
や
輸
送
の
際
の
危
険
、
小
型
の
ゆ
え
の
拡
散
の
危
険
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
危
険
を
指
摘
し
、
そ
れ

ら
の
削
減
に
向
け
た
ゆ
る
や
か
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
以
下
の
措
置
を
提
案
し
て
い（
２６
）

る
。
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�
一
九
九
一
／
一
九
九
二
年
の
大
統
領
核
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
履
行
に
関
す
る
米
ロ
の
報
告

�
大
統
領
核
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
正
式
化

�
準
備
態
勢
、
安
全
措
置
に
関
す
る
情
報
の
相
互
交
換
協
定
、
米
ロ
の
非
戦
略
核
兵
器
の
デ
ー
タ
交
換

�
非
戦
略
核
兵
器
に
関
す
る
交
渉
の
開
始

�
こ
の
問
題
の
進
展
に
つ
き
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
と
準
備
委
員
会
へ
の
情
報
提
供

�
非
戦
略
核
兵
器
の
安
全
予
防
措
置
（
物
理
的
防
護
な
ど
）
を
と
る
こ
と

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
、
ド
イ
ツ
の
見
解
を
歓
迎
し
つ
つ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
透
明
性
、
不
可
逆
性
、
運
用
状

態
の
低
下
、
信
頼
醸
成
措
置
が
必
要
な
要
素
で
あ
る
と
し
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
正
式
の
法
的
拘
束
力
あ
る
検
証
可
能
な
協
定
の
交
渉

が
始
ま
る
こ
と
を
強
く
願
望
す
る
と
述
べ
て
い（
２７
）

る
。

二
〇
〇
三
年
の
準
備
委
員
会
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
が
こ
の
問
題
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
非
戦
略
核
兵
器
が
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る

理
由
と
し
て
以
下
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
運
搬
し
や
す
い
こ
と
、
紛
争
地
域
の
近
く
に
あ
る
こ
と
、
軍
事
衝
突
の
場
合
に
は
前

も
っ
て
使
用
許
可
が
与
え
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
拡
散
の
危
険
お
よ
び
早
期
の
先
制
的
な
、
無
許
可
の
、
偶
発
的
な
使
用

の
危
険
が
増
大
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
戦
略
核
兵
器
よ
り
も
ず
っ
と
簡
単
に
ま
た
し
ば
し
ば
輸
送
さ
れ
う
る
。
そ
れ
ら
は
比
較
的
小
さ

い
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
安
全
や
保
安
装
置
が
厳
格
で
は
な
い
の
で
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
狙
い
や
す
い
も
の
で
あ（
２８
）

る
。

さ
ら
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
新
た
な
核
政
策
の
ゆ
え
に
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
に
対
す
る
関
心
が
最
近
増
加
し
て
き
た
。
米
国
の
政
策
は
、
移

動
式
標
的
ま
た
は
地
下
深
く
の
標
的
を
破
壊
す
る
た
め
に
、
低
威
力
の
非
戦
略
核
兵
器
の
重
要
性
お
よ
び
有
用
性
を
強
調
し
て
い
る
。

第
二
回
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
は
以
下
の
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
に
緊
急
の
行
動
を
取
る
よ
う
提
案
し
た
。

�
透
明
で
、
検
証
可
能
で
、
不
可
逆
な
方
法
で
の
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
の
一
層
の
削
減

核不拡散体制と核軍縮
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�
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
が
も
つ
脅
威
を
削
減
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
の
保
有
や
地
位
に
関
す
る
デ
ー
タ
交
換
、
保
安
措
置
な
ど
を
含
む
、
一
層

の
信
頼
醸
成
お
よ
び
透
明
性
措
置

�
核
兵
器
体
系
の
運
用
状
態
を
一
層
低
下
さ
せ
る
具
体
的
な
合
意
さ
れ
る
措
置

�
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
に
関
し
て
存
在
す
る
非
公
式
の
二
国
間
取
決
め
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
宣
言
の
正
式
化

�
第
一
歩
と
し
て
、
す
で
に
兵
器
庫
か
ら
除
去
さ
れ
た
タ
イ
プ
の
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
の
禁
止

�
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
の
輸
送
と
貯
蔵
の
た
め
の
保
安
や
物
理
的
防
護
措
置
の
強（
２９
）

化

Ｅ
Ｕ
も
、
す
べ
て
の
関
連
す
る
国
家
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
兵
器
の
最
大
限
の
削
減
を
最
も
良
く
達
成
す
る
た
め
に
効
果
的
に
検
証

可
能
な
協
定
に
関
す
る
交
渉
を
開
始
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。

米
国
は
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
の
た
め
の
法
的
拘
束
力
あ
る
文
書
の
作
成
に
は
批
判
的
で
あ
り
、「
近
年
、
米
国
は
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
に
関
す
る
正
式
の

軍
備
管
理
協
定
の
可
能
性
を
探
求
し
、
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
不
可
能
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
こ
れ
ら
の
兵
器
お
よ
び
運
搬
シ
ス

テ
ム
の
性
質
か
ら
し
て
、
戦
略
シ
ス
テ
ム
の
場
合
よ
り
も
条
約
の
履
行
に
確
信
を
も
つ
こ
と
が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
の
運
搬
シ
ス
テ
ム
は
し
ば
し
ば
通
常
兵
器
用
に
も
核
兵
器
用
に
も
使
え
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
が
核
兵
器
用
と
し
て
撤
去

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
確
信
を
も
つ
の
が
き
わ
め
て
困
難
に
な
っ
て
い（
３０
）

る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
は
、「
戦
術
核
兵
器
の
問
題
を
他
の
種
類
の
軍
備
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
理
解
か
ら
出
発

し
て
い
る
。
こ
れ
が
一
九
九
一
〜
一
九
九
二
年
の
軍
縮
の
分
野
で
の
有
名
な
一
方
的
な
ロ
シ
ア
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
包
括
的
性
質
の

も
の
で
あ
る
こ
と
の
理
由
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
Ｔ
Ｎ
Ｗ
は
戦
略
的
安
定
性
に
本
質
的
な
影
響
を
与
え
る
他
の
重
要
問
題
に
も
関
連
す

（
３１
）

る
」
と
述
べ
、
単
独
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。

米
国
も
ロ
シ
ア
も
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
の
法
的
削
減
に
む
し
ろ
消
極
的
で
あ
る
が
、
デ
ー
タ
や
情
報
の
交
換
に
よ
る
信
頼
醸
成
措
置
や
、
Ｎ
Ｓ
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Ｎ
Ｗ
の
保
安
措
置
や
物
理
的
防
護
措
置
の
強
化
な
ど
の
措
置
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

６

消
極
的
安
全
保
障
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）

非
核
兵
器
国
に
対
す
る
安
全
保
障
の
問
題
、
特
に
消
極
的
安
全
保
障
の
問
題
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
交
渉
時
よ
り
議
論
の
多
い
問
題
で
あ
っ

た
。
二
〇
〇
〇
年
会
議
の
最
終
文
書
に
お
い
て
は
、「
会
議
は
、
五
核
兵
器
国
に
よ
る
非
核
兵
器
国
に
対
す
る
法
的
拘
束
力
あ
る
安
全

保
障
が
核
不
拡
散
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。
会
議
は
、
準
備
委
員
会
に
対
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
二
〇
〇
五
年
再
検
討

会
議
に
勧
告
を
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
」
と
規
定
さ
れ
た
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
諸
国
は
こ
の
問
題
に
き
わ
め
て
積
極
的
で
あ
り
、「
核
兵
器
の
全
廃
が
核
兵
器
の
使
用
ま
た
は
使
用
の
威
嚇
に
対
す
る
唯
一

の
絶
対
的
な
保
証
で
あ
る
。
核
兵
器
の
全
廃
を
達
成
す
る
ま
で
の
間
、
非
核
兵
器
国
に
対
す
る
安
全
保
障
に
関
す
る
普
遍
的
で
、
無
条

件
の
、
法
的
拘
束
力
あ
る
文
書
の
締
結
の
た
め
の
努
力
が
優
先
的
に
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
確
信
を
繰
り
返

（
３２
）

す
」
と
述
べ
て
い
る
。

Ｎ
Ａ
Ｃ
は
、
議
定
書
案
あ
る
い
は
協
定
案
が
附
属
し
た
安
全
保
障
に
関
す
る
作
業
文（
３３
）

書
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
問
題
を
以
下

の
五
つ
の
側
面
か
ら
分
析
し
て
い
る
。

�
安
全
保
障
を
提
供
す
る
国
家
の
識
別

�
そ
の
よ
う
な
安
全
保
障
の
受
益
者
の
識
別

�
提
供
さ
れ
る
安
全
保
障
の
性
質
と
範
囲

�
安
全
保
障
に
関
す
る
法
的
拘
束
力
あ
る
文
書
に
含
ま
れ
る
必
要
の
あ
る
要
素

�
そ
の
よ
う
な
安
全
保
障
が
提
供
さ
れ
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

核不拡散体制と核軍縮
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附
属
さ
れ
た
議
定
書
案
ま
た
は
協
定
案
は
積
極
的
安
全
保
障
と
消
極
的
安
全
保
障
の
両
方
を
含
ん
で
い
る
。

消
極
的
安
全
保
障
の
下
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
で
定
義
さ
れ
た
核
兵
器
国
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
二
条
の
下
で
の
義
務
を
遵
守
し
て
い
る
条
約
当
事

国
で
あ
る
非
核
兵
器
国
に
対
し
て
、
核
兵
器
を
使
用
せ
ず
、
使
用
の
威
嚇
を
行
わ
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
消
極
的
安

全
保
障
は
、
核
兵
器
国
の
領
域
、
そ
の
軍
隊
、
そ
の
同
盟
国
、
ま
た
は
安
全
保
障
上
の
約
束
の
あ
る
国
家
に
対
す
る
侵
略
ま
た
は
そ
の

他
の
軍
事
攻
撃
が
、
核
兵
器
国
と
連
合
し
て
ま
た
は
同
盟
し
て
条
約
締
約
国
で
あ
る
非
核
兵
器
国
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
継
続
さ
れ
る
場

合
に
は
適
用
が
停
止
さ
れ
る
。

積
極
的
安
全
保
障
の
下
で
は
、
締
約
国
は
、
核
兵
器
の
使
用
の
犠
牲
者
と
な
っ
て
い
る
条
約
当
事
国
で
あ
る
非
核
兵
器
国
か
ら
の
政

治
的
、
軍
事
的
、
技
術
的
、
医
療
上
、
科
学
的
ま
た
は
人
道
的
援
助
の
要
請
に
応
じ
て
適
切
な
措
置
を
取
る
よ
う
約
束
す
る
。
さ
ら
に
、

締
約
国
は
、
核
兵
器
の
使
用
ま
た
は
使
用
の
威
嚇
の
場
合
に
国
連
安
全
保
障
理
事
会
と
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
安
全
保
障
理
事

会
は
、
そ
の
よ
う
な
行
為
ま
た
は
行
動
に
対
処
す
る
た
め
国
連
憲
章
に
一
致
し
た
措
置
を
審
議
す
る
。

普
遍
的
で
無
条
件
の
安
全
保
障
を
主
張
し
て
い
る
Ｎ
Ａ
Ｍ
と
は
対
照
的
に
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
が
提
案
し
て
い
る
こ
の
議
定
書
案
ま
た
は
協
定

案
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
決
議
、
文
書
、
声
明
を
考
慮
に
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
合
理
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
権
利
と
義
務
を
含
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
議
論
の
基
礎
に
な
る
べ
き
で
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
の
再
検
討
会
議
の
た
め
の
勧
告
に
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

７

核
兵
器
の
役
割
の
低
下

最
終
文
書
の
第
九
・
五
措
置
は
、
安
全
保
障
政
策
に
お
け
る
核
兵
器
の
役
割
の
低
下
を
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
Ｎ
Ａ
Ｃ
は
、「
展
開
し
つ
つ
あ
る
安
全
保
障
政
策
お
よ
び
防
衛
ド
ク
ト
リ
ン
は
引
き
続
き
核
兵
器
の
保
有
に
基
礎

を
置
い
て
お
り
、
通
常
戦
争
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
核
兵
器
の
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
や
新
た
な
世
代
の
可
能
性
を
伴
っ
て
お
り
、
そ
れ
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は
世
界
の
安
全
保
障
環
境
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
あ（
３４
）

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
も
米
国
の
政
策
を
批
判
し
て
お
り
、「
戦
略
防
衛
ド
ク
ト
リ
ン
は
引
き
続
き
核
兵
器
の
使
用
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
状
況
お
よ
び
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
相
手
国
を
拡
大
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
一
核
兵
器
国
の
最

近
の
政
策
に
示
さ
れ
て
い
る
。
攻
撃
的
な
対
抗
拡
散
目
的
に
役
立
て
る
た
め
の
新
た
な
核
兵
器
お
よ
び
新
た
な
目
標
選
択
の
あ
り
う
る

か
も
し
れ
な
い
開
発
は
、
軍
縮
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
一
層
損
な
う
も
の
で
あ（
３５
）

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

議
長
の
サ
マ
リ
ー
は
こ
の
点
に
触
れ
て
、「
現
在
の
核
兵
器
、
核
兵
器
の
将
来
の
役
割
に
対
す
る
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
並
び
に
新

た
な
世
代
の
核
兵
器
の
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
開
発
に
つ
い
て
、
懸
念
と
不
確
実
性
が
表
明
さ
れ（
３６
）

た
」
と
述
べ
て
い
る
。

米
国
は
こ
れ
ら
の
懸
念
に
応
え
る
た
め
、「
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
新
た
な
核
政
策
は
、
特
に
核
兵
器
へ
の
依
存
を

低
下
さ
せ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
…
新
た
な
三
本
柱
は
、
通
常
兵
力
の
近
代
化
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
追
加
、
そ
の
他
の
措
置
を
通

じ
て
、
抑
止
の
た
め
に
核
兵
器
に
依
存
す
る
こ
と
を
低
下
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
…
国
防
総
省
は
新
た
な
核
兵
器
の
必
要
を
ま
だ
確
認
し
て

い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
一
〇
年
以
上
核
兵
器
を
製
造
し
て
い
な
い
。
確
か
に
、
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
核
兵
器
の
近
代
化
に
関
連
し

た
費
用
や
可
能
性
の
研
究
は
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
研
究
は
決
し
て
新
た
な
核
弾
頭
の
開
発
を
進
め
る
と
い
う
決
定

を
表
す
も
の
で
は
な
い
。
…
米
国
の
核
宣
言
政
策
に
は
な
ん
ら
変
更
は
な
い
し
、
米
国
は
核
兵
器
の
使
用
の
閾
値
を
下
げ
て
は
い
な
い
。

…
米
国
の
消
極
的
安
全
保
障
政
策
に
も
ま
っ
た
く
変
更
は
な（
３７
）

い
」
と
説
明
し
て
い
る
。

冷
戦
時
に
お
け
る
ソ
連
か
ら
の
脅
威
が
消
滅
し
た
の
で
、
戦
略
核
兵
器
の
重
要
性
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
真
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
に
お
い
て
は
、
米
国
の
脅
威
の
認
識
は
な
ら
ず
者
国
家
あ
る
い
は
テ
ロ
リ
ス
ト
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
非
戦
略
核
兵

器
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
新
た
な
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
、
米
国
は
大
き
な
抵
抗
な
し
に
使
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
小

型
の
低
威
力
の
核
兵
器
を
追
求
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

核不拡散体制と核軍縮
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
こ
の
展
開
を
鋭
く
批
判
し
て
お
り
、「
そ
れ
は
二
〇
〇
〇
年
に
行
っ
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
多
く
に
反
す
る
。
す

な
わ
ち
、
明
確
な
約
束
（
第
六
項
目
）、
不
可
逆
性
の
原
則
（
第
五
項
目
）、
安
全
保
障
ド
ク
ト
リ
ン
に
お
け
る
核
兵
器
の
役
割
の
低
下

（
第
九
・
五
項
目
）
に
反
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
核
不
拡
散
・
軍
縮
体
制
の
要
石
の
一
つ
で
あ
る
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
を
脅

か
す
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
新
た
な
核
兵
器
の
開
発
に
は
核
実
験
の
再
開
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
か
ら
（
第
一
、
二
項（
３８
）

目
）」
と
述

べ
て
い
る
。

三

結

論

二
〇
〇
〇
年
五
月
に
最
終
文
書
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
採
択
さ
れ
て
か
ら
の
過
去
三
年
間
に
お
い
て
、
一
三
項
目
を
履
行
す
る
こ
と
に

よ
り
核
軍
縮
の
大
幅
な
進
歩
が
見
ら
れ
る
と
い
う
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
措
置
の
い
く
つ
か
は
核
兵
器
国
に
よ
り
放
棄

さ
れ
、
多
く
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
最
終
文
書
の
履
行
は
、
一
般
的
に
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
に
期
待
さ
れ
て
い
た
も
の
に
は
ほ
ど
遠
い
。

Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
の
早
期
発
効
は
、
主
と
し
て
米
国
の
反
対
お
よ
び
中
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
北
朝
鮮
を
含
む
諸
国

の
未
批
准
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
核
実
験
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
も
不
安
定
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
五

核
兵
器
国
は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
維
持
し
て
い
る
が
、
米
国
が
実
験
の
準
備
期
間
を
短
縮
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

Ｃ
Ｄ
は
こ
こ
数
年
作
業
を
行
っ
て
い
な
い
し
、
核
兵
器
国
は
核
軍
縮
の
多
国
間
交
渉
に
関
心
を
失
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

モ
ス
ク
ワ
条
約
は
、
核
軍
縮
の
進
展
が
な
い
全
般
的
傾
向
の
中
で
唯
一
の
例
外
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
最
終
文
書
に
含
ま
れ
て

い
る
不
可
逆
性
、
透
明
性
、
検
証
可
能
性
と
い
う
原
則
を
満
た
し
て
い
な
い
が
、
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
条
約
の
真
の
意
義
は
、

米
国
と
ロ
シ
ア
が
ど
れ
ほ
ど
真
剣
に
か
つ
明
白
に
条
約
の
下
で
の
義
務
を
履
行
し
て
い
く
の
か
、
お
よ
び
両
国
が
一
層
の
削
減
の
た
め

の
次
の
措
置
に
ど
れ
だ
け
迅
速
に
進
む
か
に
依
存
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
セ
ス
に
較
べ
て
、
モ
ス
ク
ワ
条
約
は
ゆ
っ
く
り
過
ぎ
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る
し
、
曖
昧
す
ぎ
る
し
、
柔
軟
す
ぎ
る
。

米
国
も
ロ
シ
ア
も
、
非
戦
略
核
兵
器
の
削
減
を
法
的
拘
束
力
あ
る
文
書
で
行
う
こ
と
を
嫌
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
新
し
い
脅
威
と

し
て
非
戦
略
核
兵
器
を
も
っ
と
真
剣
に
取
り
扱
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
保
安
や
物
理
的
防
護
を
強
化
す
る
こ
と
と
か
、
信
頼
醸

成
の
た
め
に
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
な
ど
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
交
渉
を
開
始
す
べ
き
で
あ
る
。

核
兵
器
国
は
、
法
的
拘
束
力
あ
る
安
全
保
障
よ
り
も
政
治
的
拘
束
力
の
あ
る
安
全
保
障
を
好
ん
で
い
る
。
最
終
文
書
は
、「
会
議
は
、

非
核
兵
器
国
に
対
す
る
核
兵
器
国
に
よ
る
法
的
拘
束
力
あ
る
安
全
保
障
が
核
不
拡
散
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
会
議
は
こ

の
問
題
に
関
し
て
二
〇
〇
五
年
再
検
討
会
議
に
勧
告
を
な
す
よ
う
準
備
委
員
会
に
要
請
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
準
備

委
員
会
が
法
的
拘
束
力
あ
る
安
全
保
障
に
つ
い
て
勧
告
を
す
べ
き
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
が
提
出
し
た
法
的
文
書
案
は
そ
の

権
利
お
よ
び
義
務
に
お
い
て
き
わ
め
て
正
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
は
来
年
の
議
論
の
基
礎
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
二
〇
〇

五
年
再
検
討
会
議
へ
の
勧
告
に
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

結
論
と
し
て
、
核
軍
縮
の
進
歩
に
関
す
る
最
近
の
傾
向
は
、
米
国
の
核
政
策
お
よ
び
防
衛
ド
ク
ト
リ
ン
に
深
く
か
つ
大
き
く
影
響
を

受
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
多
国
間
の
政
治
的
ま
た
は
法
的
文
書
お
よ
び
国
際
機
構
に
依
存
す
る
よ
り
も
、
核
兵
器
を
含
む
軍
事
力
に
依

存
す
る
傾
向
が
あ
る
。
米
国
の
安
全
保
障
政
策
は
、
一
般
的
に
言
え
ば
、
法
の
支
配
よ
り
も
力
の
支
配
に
依
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
わ
れ
わ
れ
は
す
べ
て
、
米
国
が
そ
の
安
全
保
障
政
策
全
般
、
特
に
核
政
策
を
変
更
す
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
な
す
べ
き
で

あ
る
。

（
１
）

Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
六
条
の
成
立
過
程
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
黒
沢
満
『
軍
縮
国
際
法
の
新
し
い
視
座
』
有
信
堂
、
一
九
八
六
年
、
一
六
五

〜
二
一
二
頁
参
照
。

核不拡散体制と核軍縮
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（
２
）

こ
の
会
議
で
の
議
論
や
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
黒
沢
満
「
核
不
拡
散
体
制
の
新
た
な
展
開
」
藤
田
久
一
・
松
井
芳
郎
・
坂
元
茂
樹
編

『
人
権
法
と
人
道
法
の
新
世
紀
』
東
進
堂
、
二
〇
〇
一
年
、
二
八
七
〜
三
一
一
頁
、L

ew
is

A
.D

u
n

n
,“H

igh
N

oon
for

th
e

N
P

T
,”

A
rm

s

C
on

trol
T

od
ay,

V
ol.25,

N
o.6,

Ju
ly/A

u
gu

st
1995,

pp.3- 9
;

Joh
n

S
im

pson
,

“T
h

e
B

irth
of

a
N

ew
E

ra?
T

h
e

1995
N

P
T

C
on

feren
ce

an
d

th
e

P
olitics

ofN
u

clear
D

isarm
am

en
t,”

S
ecu

rity
D

ialogu
e,V

ol.26,N
o.3,S

eptem
ber

1995,pp.247- 256.
参
照
。

（
３
）

二
〇
〇
〇
年
最
終
文
書
の
核
軍
縮
の
側
面
、
特
に
一
三
項
目
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
黒
沢
満
「
二
〇
〇
〇
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
と
核

軍
縮
」『
阪
大
法
学
』
第
五
〇
巻
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、
五
一
五
〜
五
五
九
頁
、T

ariq
R

au
f,T

ow
ard

s
N

P
T

2005
:

A
n

A
ction

P
lan

F
or

T
h

e
“13- S

teps”
T

ow
ard

s
N

u
clear

D
isarm

am
en

t
A

greed
A

t
N

P
T

2000
,C

en
ter

for
N

on
proliferation

S
tu

dies,

M
on

terey
In

stitu
te

of
In

tern
ation

al
S

tu
dies,2001

;
T

an
ya

O
gilvie- W

h
ite,

B
en

S
an

ders
an

d
Joh

n
S

im
pson

,
P

u
ttin

g

th
e

F
in

alD
ocu

m
en

tin
to

P
ractice,P

P
N

N
,2002.

参
照
。

（
４
）

S
tatem

en
t

by
A

m
bassador

E
ric

M
.

Javits,
P

erm
an

en
t

R
epresen

tative
of

th
e

U
n

ited
S

tates
of

A
m

erica
to

th
e

C
on

feren
ce

on
D

isarm
am

en
t,G

en
eva,delivered

to
th

e
N

P
T

P
repC

om
,A

rticle
V

I- S
pecialT

im
e,A

pril11,2002.

（
５
）

In
form

ation
P

aper
from

th
e

U
n

ited
S

tates
C

on
cern

in
g

A
rticle

V
I

ofth
e

N
P

T
,M

ay
1,2003.

（
６
）

N
ew

A
gen

da
S

tatem
en

t
m

ade
on

beh
alf

of
B

razil,
E

gypt,
Irelan

d,
M

exico,
S

ou
th

A
frica,

S
w

eden
an

d
N

ew

Z
ealan

d
by

th
e

H
on

orable
M

arian
H

obbs,M
in

ister
ofD

isarm
am

en
t

ofN
ew

Z
ealan

d,28
A

pril2003.

（
７
）

S
tatem

en
t

by
H

.
E

.
A

m
bassador

H
en

rik
S

alan
der,

P
erm

an
en

t
R

epresen
tative

of
S

w
eden

to
th

e
C

on
feren

ce
on

D
isarm

am
en

t,2
M

ay
2003.

（
８
）

S
tatem

en
t

by
A

m
bassador

H
u

bert
de

la
H

ortelle,
P

erm
an

en
t

R
epresen

tative
of

F
ran

ce
to

th
e

C
on

feren
ce

on

D
isarm

am
en

t,
H

ead
of

th
e

F
ren

ch
D

elegation
to

th
e

F
irst

S
ession

of
th

e
P

reparatory
C

om
m

ittee
of

th
e

2005
N

P
T

R
eview

C
on

feren
ce,8

A
pril2002.

（
９
）

S
tatem

en
t

by
A

m
bassador

H
u

bert
de

la
H

ortelle,
P

erm
an

en
t

R
epresen

tative
of

F
ran

ce
to

th
e

C
on

feren
ce

on

D
isarm

am
en

t,H
ead

ofth
e

F
ren

ch
D

elegation
,28

A
pril2003.

（
１０
）

G
en

eral
S

tatem
en

t
by

A
m

bassador
T

assos
K

riekou
kis,

P
erm

an
en

t
R

epresen
tative

of
G

reece
on

beh
alf

of
th

e
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E
u

ropean
U

n
ion

,28
A

pril2003.

（
１１
）

N
ew

A
gen

da
C

oalition
P

aper
su

bm
itted

by
N

ew
Z

ealan
d

on
beh

alf
of

B
razil,

E
gypt,

Irelan
d,

M
exico,

S
ou

th

A
frica

an
d

S
w

eden
as

m
em

bers
ofN

A
C

,N
P

T
/C

O
N

F
.2005/P

C
.II/16,29

A
pril2003.

（
１２
）

C
h

airm
an

’s
factu

alsu
m

m
ary,2002

N
P

T
P

reparatory
C

om
m

ittee,18
A

pril2002.

（
１３
）

A
n

n
ex

II
C

h
airm

an
’s

factu
al

su
m

m
ary,

in
R

eport
of

th
e

P
reparatory

C
om

m
ittee

on
its

S
econ

d
S

ession
,

N
P

T
/

C
O

N
F

.2005/P
C

.II/50,13
M

ay
2003.

（
１４
）

S
tatem

en
t

by
H

.M
.

A
m

bassador
H

u
X

iaodi,
H

ead
of

C
h

in
ese

D
elegation

at
th

e
2n

d
S

ession
of

P
reparatory

C
om

m
ittee

for
th

e
2005

N
P

T
R

eview
C

on
feren

ce,A
pril28,2003.

（
１５
）

S
tatem

en
t

by
H

.M
.

K
u

n
iko

In
ogu

ch
i,

A
m

bassador,
P

erm
an

en
t

R
epresen

tative
of

Japan
to

th
e

C
on

feren
ce

on

D
isarm

am
en

t,29
A

pril2003.

（
１６
）

A
n

n
ex

II
C

h
airm

an
’s

factu
alsu

m
m

ary,op.cit.,(n
ote

13)

（
１７
）

In
form

ation
P

aper
from

th
e

U
n

ited
S

tates,op.cit.,(n
ote

5)

（
１８
）

Join
t

S
tatem

en
t

by
th

e
R

u
ssian

F
ederation

an
d

th
e

U
n

ited
S

tates
of

A
m

erica
on

th
e

M
oscow

T
reaty(S

O
R

T
),

N
P

T
/C

O
N

F
.2005/P

C
.II/21,30

A
pril2003.

（
１９
）

In
form

ation
P

aper
from

th
e

U
n

ited
S

tates,op.cit.,(n
ote

5)

（
２０
）

S
tatem

en
t

by
th

e
D

elegation
of

th
e

R
u

ssian
F

ederation
at

th
e

secon
d

session
of

th
e

P
reparatory

C
om

m
ittee

for

th
e

2005
R

eview
C

on
feren

ce
ofth

e
P

arties
to

th
e

N
P

T
,A

pril28,2003.

（
２１
）

G
en

eralS
tatem

en
t

by
A

m
bassador

T
assos

K
riekou

kis,op.cit.,(n
ote

10)

（
２２
）

N
ew

A
gen

da
S

tatem
en

t,op.cit.,(n
ote

6)

（
２３
）

S
tatem

en
t

by
H

.E
.

A
m

bassador
R

astam
M

oh
d

Isa,
P

erm
an

en
t

R
epresen

tative
of

M
alaysia

to
th

e
U

n
ited

N
ation

s,N
ew

Y
ork,on

beh
alfofth

e
N

on- A
lign

ed
M

ovem
en

t
S

tates
P

arties
to

th
e

N
P

T
,28

A
pril2003.

（
２４
）

W
orkin

g
P

aper
on

n
u

clear
disarm

am
en

t
an

d
redu

cin
g

th
e

dan
ger

of
n

u
clear

w
ar,

su
bm

itted
by

C
h

in
a,

N
P

T
/

C
O

N
F

.2005/P
C

.II/W
P

.3,28
A

pril2003.
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（
２５
）

S
tatem

en
t

by
H

.M
.C

arlos
M

iran
da,A

m
bassador

of
S

pain
to

th
e

C
on

feren
ce

on
D

isarm
am

en
t

on
B

eh
alf

of
th

e

E
u

ropean
U

n
ion

at
th

e
F

irst
S

ession
of

th
e

P
reparatory

C
om

m
ittee

of
th

e
2005

R
eview

C
on

feren
ce

of
th

e
P

arties
to

th
e

N
P

T
,8

A
pril2002.

（
２６
）

G
erm

an
D

elegation
,N

on- S
trategic

N
u

clear
W

eapon
s,11

A
pril2002.

（
２７
）

S
tatem

en
t

by
H

.M
.M

r.M
arkku

R
eim

aa
on

beh
alfofF

in
lan

d
an

d
S

w
eden

on
N

on- S
trategic

N
u

clear
W

eapon
s

at

th
e

P
reparatory

C
om

m
ittee

for
th

e
2005

R
eview

C
on

feren
ce

ofth
e

P
arties

to
th

e
N

P
T

,A
pril11,2002.

（
２８
）

“R
eduction

ofn
on- strategic

n
u

clear
w

eapon
s”,W

orkin
g

P
aper

su
bm

itted
by

A
u

stria,M
exico

an
d

S
w

eden
,N

P
T

/

C
O

N
F

.2005/P
C

.II/W
P

.13,2
M

ay
2003.

（
２９
）

N
ew

A
gen

da
C

oalition
P

aper,op.cit.,(n
ote

11)

（
３０
）

In
form

ation
P

aper
from

th
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